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1. 平成28年3月期第2四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年9月30日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第2四半期 73,254 △5.6 4,423 41.6 3,050 43.9 1,721 ―
27年3月期第2四半期 77,623 △0.9 3,123 0.1 2,120 △6.0 △21,613 ―

（注）包括利益 28年3月期第2四半期 1,781百万円 （―％） 27年3月期第2四半期 △22,015百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

28年3月期第2四半期 2.12 1.35
27年3月期第2四半期 △37.69 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第2四半期 226,608 32,703 13.0
27年3月期 235,882 31,590 12.0
（参考）自己資本 28年3月期第2四半期 29,395百万円 27年3月期 28,354百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

（注）上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式（非上場）の配当の状況については、後
述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
28年3月期 ― 0.00
28年3月期（予想） ― 0.00 0.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 145,000 △8.9 11,300 26.7 8,800 14.6 3,000 ― 3.47



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する

四半期レビュー手続が実施中です。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想な
どの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 5社 （社名）

ユニチカバークシャー株式会社、ユニ
チカ情報システム株式会社、ダイアボ
ンド工業株式会社、株式会社ユニチカ
環境技術センター、ユニチカエヌピーク
ロス株式会社

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期2Q 577,523,433 株 27年3月期 577,523,433 株
② 期末自己株式数 28年3月期2Q 801,749 株 27年3月期 794,415 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期2Q 576,726,075 株 27年3月期2Q 576,738,174 株



種類株式の配当の状況種類株式の配当の状況種類株式の配当の状況種類株式の配当の状況

　普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

A種種類株式 円　銭 円　銭 円　銭 円　銭 円　銭

　27年３月期 － 0.00 － 8,021.90 8,021.90

　28年３月期 － 0.00

　28年３月期（予想） － 12,000.00 12,000.00

B種種類株式 円　銭 円　銭 円　銭 円　銭 円　銭

　27年３月期 － 0.00 － 15,870.00 15,870.00

　28年３月期 － 0.00

　28年３月期（予想） － 23,740.00 23,740.00

C種種類株式 円　銭 円　銭 円　銭 円　銭 円　銭

　27年３月期 － 0.00 － 40,109.60 40,109.60

　28年３月期 － 0.00

　28年３月期（予想） － 60,000.00 60,000.00

年間配当金
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の成長戦略に基づく経済政策の実施や円安基調が続く

中、輸出関連企業を中心に業績が改善し、原油価格下落の影響、雇用・所得環境の改善なども背景に緩やかな景気

回復基調が続きました。一方で、消費者物価の上昇や中国経済の景気減速を発端とした新興国経済の成長率の鈍化

など、景気を下押しするリスクも存在し、先行き不透明な状況で推移しました。 

このような状況の下、当社グループは、昨年度からスタートした中期経営計画に掲げる成長戦略の早期実現に向

け、高分子事業を中心とする機能素材メーカーとしての基盤強化及び低採算事業の構造改革に努めてまいりまし

た。なお、当第２四半期連結累計期間中には、当社連結子会社のユニチカバークシャー株式会社、株式会社ユニチ

カ環境技術センターなどの株式譲渡を完了したほか、当社グループが所有する豊橋事業所に係る不動産を譲渡する

ことを決定しました。この結果、当第２四半期連結累計期間につきましては、売上高は73,254百万円（前年同四半

期比5.6％減）、営業利益は4,423百万円（同41.6％増）、経常利益は3,050百万円（同43.9％増）、親会社株主に

帰属する四半期純利益は1,721百万円（前年同四半期は21,613百万円の損失）となりました。 

なお、中間配当につきましては、引き続き見送ることとさせていただきましたので、何とぞご了承賜りますよう

お願い申し上げます。 

 

セグメント別の状況は次のとおりです。 

なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較について

は、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。詳細は、「３．四半期

連結財務諸表 （４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 （セグメント情報等）」に記載しております。

【高分子事業】 

フィルム事業では、包装分野は、猛暑の影響により冷製食品包装用途が好調に推移し、国内では販売数量が増加

しましたが、海外では東南アジアや中国での景気減速の影響を受けやや低調に推移しました。新バリアナイロンフ

ィルム「エンブレムＨＧ」については、順調に販売数量を伸ばしました。工業分野は、シリコーンフリー離型ポリ

エステルフィルム「ユニピール」や耐熱ポリアミドフィルムなどの高付加価値品が電気・電子機器用途に拡販でき

たこともあり、売上が増加しました。この結果、事業全体で増収増益となりました。 

樹脂事業では、ナイロン樹脂は、国内自動車産業の低迷などにより売上は横ばいとなりましたが、熱可塑性飽和

共重合ポリエステル樹脂「エリーテル」や環境配慮型の水性エマルション「アローベース」は、太陽電池用途など

での販売が好調に推移し、また熱可塑性ポリエステルシート「ユニレート」も電気・電子機器用途などで伸長しま

した。当社独自のポリアリレート樹脂「Ｕポリマー」は、情報端末機器用途で好調に推移しました。この結果、事

業全体で売上は横ばいでしたが、増益となりました。 

不織布事業では、ポリエステルスパンボンドは、国内の生活資材用途で堅調に推移しましたが、国内の農業用途

や建築用途等を中心に売上が減少し、輸出も中国の景気減速の影響を受けて低調に推移しました。コットンスパン

レースは、インバウンド需要の拡大を背景に生活資材用途で売上を伸ばしました。この結果、事業全体で減収増益

となりました。 

以上の結果、高分子事業の売上高は28,067百万円（前年同四半期比0.2％増）、営業利益は3,763百万円（同

51.1％増）となりました。 

【機能材事業】 

ガラス繊維事業では、産業資材分野は建築用途の販売は堅調でしたが、土木用途で低調に推移しました。電子材

料分野のＩＣクロスは、情報端末機器用途での需要が低迷したため汎用品の販売が低調に推移しましたが、高付加

価値品の販売は概して堅調でした。ガラスビーズ事業では、ロードマーキング用途で販売数量が回復しましたが、

工業用途や反射材用途で売上が減少しました。また活性炭繊維事業では、工業分野などで堅調に推移しましたが、

主力の浄水器用途で需要が回復せず、低調に推移しました。 

以上の結果、機能材事業の売上高は5,607百万円（同7.0％減）、営業利益は694百万円（同19.0％増）となりま

した。 
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【繊維事業】 

産業繊維事業では、ポリエステル高強力糸は、主力の土木用途で販売数量が低調に推移しましたが、複合繊維で

ある「メルセット」など高採算製品への販売転換が進み、収益は改善しました。ポリエステル短繊維は、事業構造

改革に伴う低採算製品の販売縮小と高採算製品への販売転換が進み、収益は大きく改善しました。 

衣料繊維事業では、ユニフォーム分野は、ワーキング用途の在庫調整などにより売上が減少するとともに、円安

による調達コスト上昇の影響を受けました。またスポーツ分野は低調でしたが、レディス分野は二次製品販売が増

加するなど堅調に推移しました。海外ではデニムの輸出が引き続き好調に推移しました。 

以上の結果、繊維事業の売上高は32,774百万円（同11.2％減）、営業利益は573百万円（同754.7％増）となりま

した。 

【その他】 

その他の事業につきましては、事業ポートフォリオ改革に伴う株式譲渡、事業譲渡、清算の影響などにより、そ

の他の売上高は6,805百万円（同2.1％増）、営業損失は631百万円（前年同四半期は32百万円の損失）となりまし

た。 

（２）財政状態に関する説明

総資産は、前連結会計年度末に比べ9,273百万円減少し、226,608百万円となりました。これは、主として売上債

権、たな卸資産及び有形固定資産が減少したことによります。負債は、前連結会計年度末に比べ10,385百万円減少

し、193,905百万円となりました。これは、主として仕入債務及び引当金が減少したことによります。純資産は、

前連結会計年度末に比べ1,112百万円増加し、32,703百万円となりました。これは、土地再評価差額金の取り崩し

により株主資本の減少とその他の包括利益累計額の増加があったものの、全体としては親会社株主に帰属する四半

期純利益の計上により純資産が増加したことによります。

また、キャッシュ・フローの状況については、次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益に減価償却費な

どの非資金項目を加えたキャッシュ・イン・フローなどにより、2,390百万円の資金の増加（前年同四半期比

55.3％減）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは、事業ポートフォリオ改革に伴う資産の売却

による収入を計上しましたが、設備投資に伴う支出などにより、784百万円の資金の減少（前年同四半期は2,249百

万円の資金の減少）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済などにより、1,716百万円の

資金の減少（前年同四半期は8,557百万円の資金の増加）となりました。

以上の結果、現金及び現金同等物の期末残高は、前連結会計年度末に比べ310百万円減少し、31,397百万円とな

りました。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年５月12日に公表しました通期の連結業績予想の修正はありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

第１四半期連結会計期間より、ユニチカバークシャー株式会社、ユニチカ情報システム株式会社、ダイアボンド

工業株式会社、株式会社ユニチカ環境技術センターの４社を株式の売却により連結の範囲から除外しております。 

当第２四半期連結会計期間より、ユニチカエヌピークロス株式会社を清算結了したことにより連結の範囲から除

外しております。 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わない子会

社株式の取得又は売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記

載し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取得又は

売却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載し

ております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ４百万円

増加しております。また、当第２四半期連結会計期間末の資本剰余金が47百万円減少しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 31,738 31,419 

受取手形及び売掛金 39,059 35,661 

たな卸資産 37,377 34,321 

その他 4,800 4,570 

貸倒引当金 △161 △148 

流動資産合計 112,814 105,824 

固定資産    

有形固定資産    

機械装置及び運搬具（純額） 18,167 22,753 

土地 76,904 74,523 

その他（純額） 21,371 16,784 

有形固定資産合計 116,443 114,061 

無形固定資産    

のれん 4 2 

その他 1,480 1,552 

無形固定資産合計 1,485 1,554 

投資その他の資産    

その他 5,382 5,280 

貸倒引当金 △243 △111 

投資その他の資産合計 5,138 5,168 

固定資産合計 123,067 120,784 

資産合計 235,882 226,608 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 20,368 15,604 

短期借入金 2,072 2,042 

1年内返済予定の長期借入金 1,703 1,129 

未払法人税等 461 216 

賞与引当金 1,531 1,306 

製品改修引当金 3,947 3,316 

事業構造改善引当金 1,751 1,198 

その他 12,005 10,464 

流動負債合計 43,842 35,277 

固定負債    

長期借入金 130,127 129,052 

役員退職慰労引当金 26 7 

退職給付に係る負債 12,353 11,442 

その他 17,941 18,124 

固定負債合計 160,449 158,627 

負債合計 204,291 193,905 

純資産の部    

株主資本    

資本金 100 100 

資本剰余金 60,275 28,448 

利益剰余金 △31,138 122 

自己株式 △45 △46 

株主資本合計 29,191 28,625 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 468 527 

繰延ヘッジ損益 △224 △203 

土地再評価差額金 5,165 6,671 

為替換算調整勘定 △2,807 △2,954 

退職給付に係る調整累計額 △3,439 △3,270 

その他の包括利益累計額合計 △837 769 

非支配株主持分 3,236 3,307 

純資産合計 31,590 32,703 

負債純資産合計 235,882 226,608 

 

- 6 -

ユニチカ㈱（3103）平成28年３月期　第２四半期決算短信



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 77,623 73,254 

売上原価 62,640 58,264 

売上総利益 14,982 14,989 

販売費及び一般管理費 11,858 10,566 

営業利益 3,123 4,423 

営業外収益    

受取利息 89 35 

受取配当金 48 45 

為替差益 660 － 

持分法による投資利益 8 5 

受取賃貸料 45 159 

その他 230 264 

営業外収益合計 1,083 509 

営業外費用    

支払利息 1,401 1,200 

その他 684 682 

営業外費用合計 2,085 1,882 

経常利益 2,120 3,050 

特別利益    

固定資産売却益 － 128 

関係会社株式売却益 － 375 

その他 － 43 

特別利益合計 － 546 

特別損失    

固定資産処分損 259 251 

減損損失 2,894 － 

事業構造改善費用 20,139 525 

その他 374 85 

特別損失合計 23,667 862 

税金等調整前四半期純利益 

又は税金等調整前四半期純損失（△） 
△21,546 2,735 

法人税、住民税及び事業税 451 68 

法人税等調整額 △385 931 

法人税等合計 65 1,000 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △21,612 1,734 

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 13 

親会社株主に帰属する四半期純利益 

又は親会社株主に帰属する四半期純損失（△） 
△21,613 1,721 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △21,612 1,734 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 46 58 

繰延ヘッジ損益 △265 21 

土地再評価差額金 － △66 

為替換算調整勘定 △868 △136 

退職給付に係る調整額 684 169 

その他の包括利益合計 △402 46 

四半期包括利益 △22,015 1,781 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △21,879 1,755 

非支配株主に係る四半期包括利益 △136 26 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 

又は税金等調整前四半期純損失（△） 
△21,546 2,735 

減価償却費 2,372 2,344 

減損損失 2,894 － 

事業構造改善費用 18,791 525 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 △136 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 986 △649 

事業構造改善引当金の増減額（△は減少） 1,150 △407 

製品改修引当金の増減額（△は減少） 13 △630 

その他の引当金の増減額（△は減少） △30 △137 

支払利息 1,401 1,200 

固定資産処分損益（△は益） 259 251 

固定資産売却損益（△は益） － △128 

関係会社株式売却損益（△は益） － △375 

売上債権の増減額（△は増加） 1,482 2,477 

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,927 2,847 

仕入債務の増減額（△は減少） △1,726 △4,316 

その他 △515 △1,875 

小計 7,458 3,725 

利息及び配当金の受取額 138 81 

利息の支払額 △1,408 △1,210 

法人税等の支払額 △840 △206 

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,348 2,390 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の増減額（△は増加） 5 6 

投資有価証券の取得による支出 △11 △11 

投資有価証券の売却による収入 － 17 

有形固定資産の取得による支出 △2,038 △3,122 

有形固定資産の売却による収入 0 2,105 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による

収入 
－ 129 

その他 △205 91 

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,249 △784 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △24,582 111 

長期借入れによる収入 50 － 

長期借入金の返済による支出 △4,054 △1,011 

株式の発行による収入 37,218 － 

配当金の支払額 － △666 

その他 △74 △149 

財務活動によるキャッシュ・フロー 8,557 △1,716 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △35 △200 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 11,620 △310 

現金及び現金同等物の期首残高 19,557 31,708 

現金及び現金同等物の四半期末残高 31,177 31,397 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。 

（セグメント情報等）

セグメント情報

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注１） 
合計 

調整額 
（注２） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注３） 
 

高分子
事業 

機能材
事業 

繊維事業 計 

売上高                

外部顧客への売上高 28,016 6,030 36,910 70,957 6,665 77,623 － 77,623

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
5,821 492 482 6,796 1,010 7,806 △7,806 －

計 33,837 6,523 37,392 77,753 7,675 85,429 △7,806 77,623

セグメント利益又は損失 

（△） 
2,490 583 67 3,140 △32 3,107 15 3,123

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、環境事業、メディカル事業、生活

健康事業、不動産関連事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去によるものです。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注１） 
合計 

調整額 
（注２） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注３） 
 

高分子
事業 

機能材
事業 

繊維事業 計 

売上高                

外部顧客への売上高 28,067 5,607 32,774 66,448 6,805 73,254 － 73,254

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
5,478 461 404 6,344 560 6,904 △6,904 －

計 33,546 6,068 33,178 72,793 7,365 80,158 △6,904 73,254

セグメント利益又は損失 

（△） 
3,763 694 573 5,030 △631 4,399 24 4,423

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、環境事業、不動産関連事業等を含

んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去によるものです。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、新中期経営計画推進に向けて組織運営体制を変更し、当社グループ内の管

理区分を見直したことに伴い、一部の連結子会社について報告セグメントの区分を変更しております。

また、営業費用の集計方法に関して、従来、調整額の項目に含めていた退職給付費用の一部及び研究開発

費の一部を各セグメントに集計しております。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後のセグメント区分で記載しております。
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４．補足資料

①業績及び２８年３月期業績予想（連結）

（百万円）

売上高 営業利益 経常利益

親会社株主

に帰属する

当期純利益

連　結 ２６／３ 年  間 162,686 6,799 4,713 583

２７／３ 第２Ｑ 77,623 3,123 2,120 △ 21,613

年  間 159,126 8,916 7,680 △ 27,033

２８／３ 第２Ｑ 73,254 4,423 3,050 1,721

年間(予想) 145,000 11,300 8,800 3,000

第２Ｑ △ 4,368 1,300 929 23,334

年  間 △ 14,126 2,384 1,120 30,033

②セグメント情報（連結）

（百万円）

高分子 機能材 繊  維 その他 調整額 連  結

外部売上高 28,016 6,030 36,910 6,665 ―    77,623

２６／９ 構成比(%) 36.1 7.8 47.6 8.6 ―    100.0

（実績） 営業利益 2,490 583 67 △ 32 15 3,123

構成比(%) 79.7 18.7 2.1 △ 1.0 0.5 100.0

外部売上高 28,067 5,607 32,774 6,805 ―    73,254

２７／９ 構成比(%) 38.3 7.7 44.7 9.3 ―    100.0

（実績） 営業利益 3,763 694 573 △ 631 24 4,423

構成比(%) 85.1 15.7 13.0 △ 14.3 0.5 100.0

外部売上高 50 △ 423 △ 4,135 139 ―    △ 4,368

増減率(%) 0.2 △ 7.0 △ 11.2 2.1 ―    △ 5.6

営業利益 1,272 110 506 △ 598 8 1,300

増減率(%) 51.1 19.0 754.7 ―    54.4 41.6

③設備投資実施額・減価償却費（有形固定資産）・研究開発費・有利子負債・金融収支・正従業員数（連結）

（百万円、人）

設備投資 減　価 研　究 有利子 金　融 正従業員数

実 施 額 償却費 開発費 負債(期末) 収　支 （人）

２６／３ 年  間 4,995 4,936 3,881 164,552 △ 2,768 4,513

２６／９ 第２Ｑ 2,378 2,267 1,973 135,902 △ 1,263 4,571

２７／３ 年  間 4,808 4,715 3,940 133,903 △ 2,446 4,458

２７／９ 第２Ｑ 3,047 2,198 1,654 132,224 △ 1,118 4,023

④キャッシュ・フロー（連結）

（百万円）

営業活動による 投資活動による 財務活動による

ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ

２６／３ 年  間 6,839 △ 4,103 △ 3,053

２６／９ 第２Ｑ 5,348 △ 2,249 8,557

２７／３ 年  間 6,080 △ 145 5,870

２７／９ 第２Ｑ 2,390 △ 784 △ 1,716

現金及び現金同等物の

前年比較

前年同期比較

前年実績

当期実績

31,397

31,708

期  末  残  高

19,557

31,177
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